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レ
セ
プ
ト
電
子
請
求
の
義
務
化
が
推
し
進
め
ら

れ
、「
明
細
の
分
か
る
領
収
証
」
発
行
に
続
き
医
療

費
明
細
書
の
発
行
（
２
０
１
１
年
５
月
）、
レ
セ
プ

ト
摘
要
欄
へ
の
算
定
日
記
載
（
２
０
１
２
年
４
月
）

な
ど
医
療
機
関
と
患
者
の
間
に
楔
を
打
ち
、
ト
ラ
ブ

ル
を
誘
発
さ
せ
る
義
務
付
け
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

医
療
費
抑
制
の
手
段
と
し
て
レ
セ
プ
ト
審
査
で
保
険

（
４
）
国
民
の
総
管
理
体
制
、
公
的

医
療
費
抑
制
に
つ
な
が
る
レ
セ
電

子
請
求
な
ど
の
義
務
化
や
社
会
保

障
・
税
に
か
か
わ
る
共
通
番
号
制

に
反
対

（
１
）
保
険
医
の
生
活
を
守
る
共
済

制
度
の
普
及

（
２
）
人
権
を
無
視
し
た
指
導
・
監

査
の
強
化
に
反
対
す
る
活
動

　

休
業
保
障
は
、
２
０
０
５
年
改
正
・
２
０
０
６
年

施
行
の
保
険
業
法
の
規
制
に
よ
り
７
年
に
わ
た
っ
て

募
集
を
停
止
し
て
い
た
が
、
保
険
業
法
の
適
用
除
外

を
求
め
る
運
動
が
力
と
な
っ
て
法
律
の
再
改
定
を
実

現
し
、
制
度
を
運
営
す
る
法
人
を
設
立
す
れ
ば
制
度

の
存
続
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

２
０
１
２
年
12
月
に
関
東
財
務
局
の
認
可
を
受

け
、
２
０
１
３
年
３
月
か
ら
「
保
険
医
休
業
保
障
共

済
保
険
」
と
し
て
募
集
を
再
開
し
た
。
募
集
停
止
期

間
中
に
協
会
に
入
会
し
た
会
員
を
重
点
に
、
４
月
末

の
締
め
切
り
ま
で
役
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
。

　

開
業
医
の
生
活
設
計
と
資
産
保
全
に
最
適
な
保
険

医
年
金
は
、
受
託
生
保
の
シ
ェ
ア
を
変
更
し
さ
ら
に

安
全
性
を
高
め
生
保
各
社
と
連
携
し
な
が
ら
普
及
に

取
り
組
ん
だ
。
労
働
保
険
事
務
組
合
業
務
は
、
保
険

料
の
収
納
や
雇
用
保
険
の
各
種
届
け
出
を
中
心
に
進

め
、
２
０
１
３
年
３
月
末
時
点
の
委
託
事
業
所
数
は

７
０
０
件
と
な
っ
た
。

　

銀
行
提
携
融
資
制
度
は
、
近
畿
大
阪
銀
行
と
適
用

利
率
の
変
更
な
ど
協
議
を
重
ね
、
よ
り
利
用
し
や
す

い
内
容
に
改
善
し
た
。
ま
た
、
京
都
銀
行
と
新
た
な

提
携
融
資
を
制
度
化
さ
せ
た
。

　

２
０
１
２
年
５
月
に
結
成
５
年
を
迎
え
た
大
阪
共

　

近
畿
厚
生
局
指
導
監
査
課
は
歯
科
の
医
療
指
導
官

と
事
務
官
を
１
人
ず
つ
増
員
し
、
医
療
機
関
へ
の
指

導
・
監
査
を
さ
ら
に
強
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
個

別
指
導
だ
け
で
な
く
、
新
規
個
別
指
導
で
も
指
導
後

に
「
改
善
報
告
書
」
の
提
出
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
自
主
返
還
や
「
再
指
導
」
に
な
る
ケ
ー
ス
も

増
え
て
き
て
い
る
。

　

レ
セ
プ
ト
１
件
当
た
り
の
平
均
点
数
が
高
い
医
療

機
関
を
理
由
と
す
る
「
高
点
数
」
個
別
指
導
は
、
大

阪
で
は
従
来
実
施
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
い
よ
い

よ
手
が
伸
び
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。「
高
点
数
＝

悪
」
で
あ
る
と
一
方
的
に
決
め
つ
け
、
医
療
機
関
を

差
別
・
選
別
す
る
個
別
指
導
は
許
さ
れ
な
い
。
協
会

は
個
別
指
導
に
選
定
さ
れ
た
保
険
医
に
対
し
、
親
身

に
な
っ
て
相
談
に
応
じ
て
き
た
。
個
別
指
導
対
策
講

習
会
も
毎
回
好
評
だ
っ
た
。

　

大
阪
市
は
、
生
活
保
護
指
定
医
療
機
関
に
対
す
る

個
別
指
導
（
立
入
調
査
）
を
実
施
し
始
め
た
。
生
活

保
護
の
個
別
指
導
は
大
阪
市
内
で
実
施
さ
れ
て
お

り
、
国
や
大
阪
府
も
同
じ
方
針
を
掲
げ
て
い
る
な

か
、
今
後
は
府
下
全
域
で
実
施
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。
こ
れ
ら
は
生
活
保
護
受
給
者
の
医
療
扶
助
費
を

抑
制
す
る
こ
と
と
、
医
療
機
関
を
萎
縮
診
療
に
追
い

込
む
の
が
狙
い
で
あ
る
。

　

国
内
の
歯
科
技
工
所
の
経
営
は
厳
し
さ
を
増
し
、

後
継
者
不
足
は
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
安
価
な
海
外

歯
科
技
工
物
の
流
入
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
拍
車

を
か
け
、
国
内
技
工
と
歯
科
医
療
を
崩
壊
へ
と
導
こ

う
と
し
て
い
る
。
協
会
は
、
国
民
に
安
心
・
安
全
な

歯
科
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
、
海
外
歯
科
技
工
物

の
輸
入
に
対
す
る
国
の
責
任
を
放
棄
し
て
い
る
厚
労

省
課
長
通
知
の
撤
回
や
、
海
外
歯
科
技
工
物
の
輸
入

禁
止
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
、
大
阪
府
下

自
治
体
に
働
き
か
け
た
。

　

同
時
に
、
歯
科
医
療
で
口
腔
ケ
ア
を
専
門
に
実
施

す
る
歯
科
衛
生
士
の
業
務
独
占
を
守
り
、
そ
の
専
門

性
を
発
揮
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
自
治
体
に
要
請
し

た
。

２
、
保
険
医
の
生
活
と
権

利
を
守
る
活
動

３
、
国
民
と
の
協
力
共
同

を
広
げ
る
取
り
組
み

　

協
会
は
、
過
去
の
消
費
税
増
税
が
景
気
悪
化
や
税

収
低
迷
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
消
費
税

増
税
で
は
な
い
税
制
の
抜
本
改
革
を
求
め
て
き
た
。

ま
た
、
患
者
負
担
な
く
還
付
で
「
損
税
」
を
解
消
で

き
る
「
ゼ
ロ
税
率
」
の
実
現
も
会
内
外
に
広
く
訴
え

た
。
地
域
医
療
を
支
え
る
保
険
医
が
医
療
を
安
定
し

て
提
供
し
続
け
る
た
め
に
も
、
診
療
報
酬
の
適
正
化

が
図
ら
れ
る
ま
で
は
租
税
特
別
措
置
は
存
続
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。

　

２
０
１
１
年
６
月
12
日
、
第
２
回
総
会
と
市
民
講

座
（
講
師
・
山
田
兼
三
氏
）
を
開
い
た
。
総
会
前
に

は
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
磨
き
指
導
を
実
施
し
た

（
参
加
１
１
６
人
）。
こ
の
企
画
で
初
め
て
大
阪
府

・
大
阪
市
か
ら
の
後
援
を
取
り
付
け
た
。
７
月
に
は

連
絡
会
加
盟
の
事
業
所
で
無
料
歯
科
健
診
も
実
施
し

た
。
10
月
16
日
に
市
民
講
座
「
い
の
ち
の
食
育
」
を

大
阪
千
代
田
短
期
大
学
非
常
勤
講
師
で
家
庭
栄
養
研

究
会
顧
問
の
山
崎
万
里
氏
を
講
師
に
開
催
、
原
発
事

故
に
よ
る
農
作
物
の
放
射
能
汚
染
で
不
安
が
広
が
る

な
か
83
人
が
参
加
し
「
身
を
守
る
食
べ
方
」
に
つ
い

て
学
ん
だ
。
第
３
回
総
会
と
市
民
講
座
「
口
は
命
の

入
口
、
心
の
出
口
」
は
２
０
１
２
年
５
月
20
日
に
、

西
日
本
新
聞
編
集
委
員
・
佐
藤
弘
氏
を
講
師
に
開
催

し
た
。
佐
藤
氏
は
「
食
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
豊
富
な

取
材
経
験
を
基
に
、
生
き
る
こ
と
と
噛
む
こ
と
の
つ

な
が
り
を
軽
妙
に
語
っ
た
（
参
加
１
２
０
人
）。
２

０
１
２
年
11
月
４
日
、「
口
は
命
の
入
り
口
、
心
の

出
口
」
を
テ
ー
マ
に
、
今
井
一
彰
氏
（
福
岡
市
・
み

（
３
）
医
業
税
制
の
改
悪
・
消
費
税

増
税
と
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革

に
反
対
す
る
活
動

（
１
）
住
民
と
の
協
力
共
同
を
広
げ

る
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪

連
絡
会

（
４
）
国
民
の
口
腔
内
を
健
康
に
保

つ
た
め
、
国
内
技
工
を
守
り
、
歯

科
衛
生
士
の
活
躍
の
場
を
増
や
す

活
動

ら
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）
が
自
ら
考
案
し
た
「
あ
い

う
べ
体
操
」
を
披
露
し
テ
レ
ビ
で
も
話
題
の
講
演
に

過
去
最
多
の
２
７
５
人
が
詰
め
か
け
た
。
企
画
に
は

大
阪
府
・
市
に
加
え
、
大
手
新
聞
社
や
在
阪
放
送
局

が
後
援
し
た
。
各
社
新
聞
折
り
込
み
チ
ラ
シ
や
駅
貼

案
内
ポ
ス
タ
ー
、
町
内
会
へ
申
入
れ
、Facebook

の

活
用
な
ど
宣
伝
に
力
を
注
い
で
き
た
。

　

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
求
め
る
請
願
署
名
は
２

万
筆
を
目
標
に
、
会
員
院
所
は
じ
め
地
元
団
体
や
街

頭
宣
伝
で
協
力
を
呼
び
か
け
大
阪
で
３
万
６
５
４
１

筆
を
集
め
た
。
こ
の
結
果
、
受
診
時
定
額
負
担
の
導

入
、
70
〜
74
歳
の
窓
口
負
担
２
割
へ
の
引
き
上
げ
が

見
送
り
と
な
っ
た
。
歯
科
医
療
充
実
の
重
要
性
は
国

会
に
も
届
き
、
２
０
１
１
年
８
月
に
は
「
歯
科
口
腔

保
健
法
」
が
成
立
・
施
行
さ
れ
、
歯
科
保
健
事
業
の

前
進
に
貴
重
な
成
果
を
挙
げ
た
。
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《
９
面
か
ら
つ
づ
く
》

《
11
面
に
つ
づ
く
》

（
２
）
友
諠
・
共
闘
団
体
な
ど
各
種

団
体
と
の
共
同
を
強
め
、
医
療
社

会
保
障
を
改
善
す
る
活
動

　

社
会
保
障
充
実
、
医
療
を
良
く
す
る
に
は
よ
り
多

く
の
団
体
・
個
人
と
の
協
同
が
必
要
で
あ
る
。
保
険

で
良
い
歯
科
医
療
を
求
め
る
署
名
は
婦
人
・
高
齢
者

・
業
者
団
体
や
労
働
組
合
な
ど
に
幅
広
く
共
同
を
呼

び
か
け
た
。
新
た
な
つ
な
が
り
の
「
芽
」
が
生
ま

ス
と
な
っ
た
の
は
、
会
員
と
と
も
に
粘
り
強
く
進
め

て
き
た
協
会
運
動
が
一
定
反
映
し
た
も
の
。
長
年
据

え
置
か
れ
て
き
た
基
礎
的
技
術
料
が
引
き
上
げ
ら
れ

た
。
し
か
し
、
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
患
者
の
受
診

抑
制
の
影
響
も
受
け
、
前
年
に
比
べ
４
割
近
く
が

「
点
数
が
下
が
っ
た
」
と
答
え
る
な
ど
「
実
感
な
き

プ
ラ
ス
改
定
」
と
な
っ
た
。

　

診
療
報
酬
と
介
護
報
酬
の
同
時
改
定
を
目
前
に
控

え
た
２
０
１
２
年
３
月
20
日
に
は
、
新
点
数
説
明
会

を
開
き
２
０
０
０
人
が
詰
め
か
け
、
改
定
の
ポ
イ
ン

ト
解
説
に
耳
を
傾
け
た
。
説
明
会
は
各
地
区
で
も
開

か
れ
、
合
計
５
０
４
人
が
会
場
に
足
を
運
ん
だ
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）

は
、
農
業
・
郵
政
と
同
様
に
医
療
の
民
営
化
を
日
米

共
同
で
実
行
す
る
も
の
で
あ
り
、
関
税
以
外
の
輸
入

制
限
措
置
（
非
関
税
障
壁
）
の
撤
廃
・
緩
和
が
条
件

と
な
る
。
日
本
の
国
民
皆
保
険
制
度
が
「
非
関
税
障

壁
」
と
さ
れ
る
と
、
医
療
分
野
に
市
場
原
理
が
持
ち

込
ま
れ
る
。
ま
た
、
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
利
益

追
求
の
た
め
の
患
者
選
別
や
外
国
資
本
に
よ
る
医
療

法
人
・
医
療
機
関
が
広
が
り
、
混
合
診
療
の
拡
大
・

解
禁
が
懸
念
さ
れ
る
。
協
会
は
、
国
民
皆
保
険
の
崩

壊
を
招
く
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
菅
首
相
が
参
加
を
表
明
し
た

当
時
か
ら
一
貫
し
て
反
対
し
、
国
会
行
動
で
大
阪
選

出
議
員
に
要
請
し
た
ほ
か
、
機
関
会
議
で
の
決
議
採

択
、
保
団
連
政
策
リ
ー
フ
の
配
布
や
有
識
者
論
考
の

機
関
紙
掲
載
な
ど
を
通
じ
て
会
員
に
問
題
点
を
示
し

た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
の
世
論
は
保
団
連
は
じ
め
医
師

会
、
農
協
・
労
働
組
合
・
消
費
者
な
ど
広
い
層
で
広

が
り
を
見
せ
た
。

（
３
）
国
民
皆
保
険
を
崩
す
Ｔ
Ｐ

Ｐ
、
混
合
診
療
の
拡
大
に
反
対

医
を
締
め
上
げ
る
シ
ス
テ
ム
が
整
え
ら
れ
つ
つ
あ

る
。
こ
れ
ら
は
患
者
の
医
療
の
質
を
損
な
う
も
の
で

あ
る
。

　

ま
た
、
国
民
生
活
に
密
接
に
係
わ
る
個
人
情
報
を

国
家
が
利
活
用
す
る
た
め
の
「
共
通
番
号
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
）
制
」
は
、
生
存
権
保
障
と
し
て
の
社
会
保

障
の
理
念
を
変
質
さ
せ
、
財
界
が
要
求
す
る
「
社
会

保
障
個
人
会
計
」
や
「
自
己
責
任
」
を
可
能
に
す
る

も
の
で
あ
る
。
所
得
の
再
分
配
に
基
づ
く
社
会
保
障

の
理
念
が
、
い
つ
の
間
に
か
消
え
て
い
く
と
い
う
危

険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
法
案
の
成
立
を
阻

止
し
て
き
た
。
税
制
、
社
会
保
障
、
共
通
番
号
と
い

う
国
民
に
と
っ
て
大
き
な
３
つ
の
問
題
は
、
個
々
に

十
分
論
議
し
政
府
の
狙
い
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が

あ
る
。

済
懇
話
会
は
、
２
０
１
１
年
は
「
震
災
復
興
と
共
済

の
役
割
（
押
尾
直
志
・
明
治
大
学
商
学
部
教
授
）」、

２
０
１
２
年
は
「
共
済
規
制
か
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
震
災
・

原
発
事
故
（
本
間
照
光
・
青
山
学
院
大
学
教
授
）」

を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
、
共
済
規
制
を
許
さ
な
い
運

同
の
輪
を
広
げ
た
。


